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（楽譜は 34 ページ）

１　ひたすらに　念いこめ

　　弥陀の名号　ただたのめ

　　本願他力の　救摂まつ

　　この身このまま　生き往くと

　　宣らせ給いて　八百年

　　　濁世に迷う　われらみな

　　　法然上人　讃えなん

２　ひたすらに　愚に還れ

　　一文不知の　身になして

　　弥陀の引接　蒙らん

　　この身このまま　生き往くと

　　告らせ給いて　八百年

　　　昏迷の世の　われらみな

　　　法然上人　讃えなん

３　ひたすらに　鑽仰す

　　光りまどかに　遍きて

　　浄土への道　示されり

　　行の易きを　よろこびぬ

　　仰ぎ慕いて　八百年

　　　念仏に生くる　われらいま

　　　法然上人　讃えなん

４　ひたすらに　顕彰す

　　光り輝く　御祖徳

　　月影いたらぬ　里はなし

　　心のままに　すみわたる

　　八百年の　大遠忌

　　　念仏に生くる　われらいま

　　　法然上人　讃えなん

宗祖法然上人八百年大遠忌和讃
水　口　正　宏　作詞
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